
あなたの自治会は大丈夫？

災害に備えて、地域でで・ ・ ・
きること。

災害時の地域の連携をどうする？　最も頼りになるのは隣近所の人たちです。

　
災
害
時
に
備
え
、
日
ご
ろ
か
ら

避
難
場
所
や
避
難
経
路
の
確
認
を

し
て
防
災
意
識
を
高
め
て
お
く
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
実
際
の

災
害
時
に
は
、
地
域
や
身
近
に
い

る
人
同
士
が
協
力
し
、
助
け
合
う

こ
と
こ
そ
が
、
被
害
を
少
な
く
す

る
た
め
の
大
き
な
力
と
な
り
ま
す
。

そ
し
て
、
情
報
を
収
集
し
て
住
民

に
迅
速
に
伝
達
、
初
期
消
火
、
被

災
者
の
救
出
救
助
、
避
難
誘
導
、

避
難
所
の
運
営
と
い
っ
た
非
常
に

重
要
な
役
割
を
担
う「
自
主
防
災

組
織
」と
地
域
住
民
と
の
連
携
が
、

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な

が
り
ま
す
。

　
も
し
、
災
害
が
発
生
し
た
ら
、

ま
ず
は「
避
難
」す
る
こ
と
か
ら
始

ま
り
ま
す
が
、
避
難
す
る
の
に
支

援
を
必
要
と
す
る
人
（々
介
護
を

必
要
と
す
る
人
、
身
体
・
知
的
障

が
い
者
、乳
幼
児
、妊
産
婦
な
ど
）、

い
わ
ゆ
る「
災
害
時
要
援
護
者
」を

安
全
に
避
難
さ
せ
る
た
め
に
、
ど

の
よ
う
に
支
援
す
る
か
具
体
的
に

検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
今

月
号
で
は
、
各
自
治
会
で
組
織
さ

れ
る「
自
主
防
災
組
織
」に
お
い

て
、
実
施
さ
れ
て
い
る
要
援
護
者

に
対
す
る
取
り
組
み
事
例
を
紹
介

し
ま
す
。

9.1は「防災の日」

平成23年の台風被害で初めて
「要援護者支援システム」を稼動し、
その有効性を認識しました。

災害時、一番大事なのは安否確認。
「要援護者名簿」の登録と「支援要請カード」の提示が
一人一人のいのちを救う、最大限の機能を発揮します。

川 守 地区

美松台 地区
　川守地区では、平成20年に自治会
内で福祉委員会の活動を見直しされた
際、高齢者の見守りや支え合いの取り
組みとして、災害時に支援を必要とし
ている人と支援をする人の情報をまと
めた「要援護者支援システム」を構築さ
れ、平成22年度末に完成されました。
当時は、システム構築のための準備委
員会のメンバーが、要援護者を訪問し
て登録するかを確認し、希望する支援
者を聞いて回りました。その後、要援
護者一人当たり３人の支援者を決定
し、支援者とともに要援護者宅を訪問
して、支援する状況や避難経路などを
確認しました。
　この要援護者情報は、自治会長と民
生委員、福祉委員会会長が共有・保管・
管理されており、日常的な見守り活動
にも活用されるほか、災害時には、町
が把握する「災害時要援護者」の情報と
も共有されています。

　美松台地区では、災害時に地域住民が連携して被
害を最小限に抑えられるよう、毎年、自主防災組織
のメンバーが集まり、それぞれの役割や行動計画マ
ニュアル（手順書）の見直しが行われています。特に
世帯数が多い美松台地区では、災害時の安否確認を
重点的に行うため、徹底した「安否確認名簿」や「世
帯確認名簿」の管理・作成を行っています。
　中でも支援を必要とする人の「要援護者台帳」は、
自己申請による登録制で一人につき３人が支援する
体制となっており、自主防災組織の本部役員が把握
できるよう、自治会事務局で厳重に管理・保管され
ています。避難勧告が発令された場合には、避難誘
導班が地区内に設置した防災倉庫にある「非常持ち
出し箱」から世帯確認名簿などの各種名簿や地図、
トランシーバーなど避難誘導に必要な用具を取り出
し、安否確認を行います。
　また、災害時に大人と同じ活動ができる中学生に
は、災害時の広報活動などの手伝いをする役割を
担ってもらい、子どもから大人までの地域の人が一
体となった防災活動が展開されています。名簿や台
帳は転入出者があれば、随時、事務局で更新され、
万全の防災体制を確立されています。

※年に1回更新

防災訓練では「要援護者支援システム」を活用した安否確認、
初期消火訓練や放水ポンプ訓練、土のう作りなどを毎年実
施。中でも住民同士の交流を楽しむことができる炊き出し
訓練は防災訓練の参加率アップにつながっている

平成29年度川守区長　井上 明彦さん

平成29年度美松台区長　鎌田 勝治さん

消防団員
安田 孝史さん

自主防災組織に中学生を生活支援班、
要援護者支援班、情報班、巡察・点検班に配置

自治会
福祉委員会

連絡・指示

報 告

要援護者

支援者

事例１

事例２

非常持ち出し箱の内容
関係者等各種名簿、世帯確認名簿、安否確認名簿、救出・救助依頼用紙、筆
記具、住宅地図、ハンドマイク、トランシーバーなど

年４回の防災訓練の実施
①要援護者②小学生以下③全戸④高齢
者・子どもと主たる対象者を変えて、
年に４回実施され、毎回趣向を凝らし
た訓練内容が住民の参加率アップにつ
ながっている。また、地区内の公園に
かまどベンチを設置し、地域交流を兼
ねた炊き出し訓練も行っている

支援要請カード・防災安全確認カード
世帯が避難できたことを示す「防災安
全確認カード」を玄関口などに提示す
るほか、要援護者台帳に登録していな
い人でも支援要請を提示する「支援要
請カード」が全世帯に配布している

8.1｜竜王町自治会連絡協議会自主防災研修会が開催
　各自治会（区）長を対象とした自主防災組織に関する研修会を開催しました。研修会では、町
内での取り組み事例の紹介や水防をテーマとした講演、ワークショップを行いました。ワーク
ショップでは、「災害時に要配慮者をどのように支援するのか」、また「災害時に集落を越えた助
け合いとして何ができるのか」について議論や意見交換が行われました。今回の研修で議論した
内容や得た知識は、それぞれの地域へ持ち帰り、地域の防災力の向上のために生かされます。

への登録町 災害時要援護者の登録申請について
対象者
高齢者や障がいのある人、乳幼児や妊産婦な
ど、自力での移動や情報の収受が難しく、避
難するために何らかの手助けが必要となる人

登録申請の方法
登録を希望される人は、役場 生活安全課（ 有 58-3703）へ申
請してください。なお、登録申請については、地域の民生委員
児童委員へ相談することもできます。

訓練内容は
消防団も一緒に
考えています

最近、テレビで震災の
状況を見たり聞いたりして、
もし美松台でも起きたときに対処
できるように協力できればと、
３人で参加を決めました。

システムは徐々に周知が浸透して
登録者も増えてきています！

情報班

（避難
情報の

アナウ
ンス）

を担う
中学生

特集
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中小森町

近江八幡駅

東川町

岡屋口

西川

綾戸
小口

鵜川

西川

岡屋
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⑧
⑨
⑩

⑪

⑫
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⑭

⑮

⑯
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⑲
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㉑
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㉓
㉔

㉕
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 ●竜王
　郵便局

●

竜王西
小学校

●
苗村神社●

●竜王幼稚園

●

竜王
小学校

三井
アウトレット
パーク
滋賀竜王 ●

●竜王中学校

●
竜王町総合運動公園
ドラゴンハット

竜王町役場

滋賀竜王
工業団地

竜王 I.C

●

東海道新幹線

県
道
4
7
7
号

国道 8 号

名神高速道路

東海道本線

綾戸北

橋本

鵜川

道の駅
アグリパーク
竜王

停留所を増設予定

㉖

近江鉄道バス
岡屋線の運行経路等が
変更になります

10月１日から

問未来創造課 政策推進係 有 58-3701

岡屋線停留所一覧

主な変更点

1 路線の延伸
   現行   近江八幡駅⇔岡屋南
   変更   近江八幡駅⇔滋賀竜王工業団地（東洋電機製造前）または岡屋南

2 「竜王町タウンセンター」への乗り入れを増便
　岡屋南発着便は全て「竜王町タウンセンター」へ乗り入れます。

3 運行時刻（ダイヤ）の改正 ※運賃に変更はありません。

　運行経路などの変更に伴うダイヤ改正を行います。詳細は決定次第、バ
ス車内または「広報りゅうおう10月号」でお知らせします。また、「近江鉄道
（バス）・湖国バス」のホームページ HP http://www.ohmitetudo.co.jp/bus/
index.html/をご覧ください。

1  近江八幡駅

2  立正佼成会前

3  八幡高校前

4  堀上

5  市営住宅前

6  桜ヶ丘

7  中小森

8  若宮町

9  竹町

10  東川

11  竜王口

12  西川

13  西川東口

14  須惠

15  鵜川

16  薬師

17  早溝

18  小口（ 19経由の場合は停車しません）

19  竜王町タウンセンター

20  小口東（ 19経由の場合のみ停車します）

21  岡屋北

22  岡屋中

23  岡屋

24  ダイハツ工業西門前

25  岡屋南

26  東洋電機製造前（停車しない便もあります）

利用方法をおさらい！

災害時は情報収集ツールを活用しよう
災害に関する情報は、携帯電話やインターネットなどさまざまな方法でお知らせしています。
普段からその使い方を知っておき、サービスを利用するための登録も済ませておきましょう。

避難通知
●●地区にお
住まいの方は
▲▲小学校へ
避難してくだ
さい（■■町）

着信音で
お知らせ

災害・避難情報

緊急地震速報
●●●で地震
発生強い揺れ
に備えて下さ
い（気象庁）

ブザー・
バイブ鳴動で
お知らせ

緊急地震速報

各自治会から
被災状況、避難準備・誘導、避難所
開設などの情報が、町から各区長を
通じて町民の皆さんへ連絡されます。

安全に避難するための注意
●火の元を確認し、ブレーカーは必ず切る
● 家族や援助活動をしている人に安否を知らせるため、
各世帯に配布されている「竜王町防災安全確認カード」を玄関先などに掲げる
●家族や近所の人たちと協力しながら、できるだけ集団で行動する

テレビ・ラジオ・新聞
インターネットなどから
被災状況に応じて使えるメディア情
報を選んで情報収集をします。

町広報車や消防車両
有線放送から
避難誘導案内や災害状況などがアナ
ウンスされます。

いざ、避難する際には…
をおさらい方避 法難

竜王安心ほっとメール
町内の防災・防犯・交通事故防止な
どの身の回りの危険に関する情報を
電子メールで配信されます。

  配信内容  
●避難情報等災害情報
●気象情報
●地震情報
●土砂災害警戒情報
●国民保護情報
●光化学スモッグ注意報等
●交通事故多発情報
●不審者情報
●犯罪多発情報
　※ メール配信の登録・解除、メール送受信にか
かる通信料・パケット通信費がかかります。

  登録方法  
　上のQRコードを読み取り、メー
ルを送信してください。希望する配
信情報を選択した後、登録完了メー
ルが届きます。

エリアメール（緊急速報メール）
地震発生時や災害時に竜王町内におられるNTTドコモ、KDDI、ソフトバンクモバイルの携帯電話をお持ちの人に対して、回線の混雑の影響を受けずに一斉に緊急災害情報が配信されます。

全国瞬時警
報システム

（Jアラー
ト）自動起動

装置

内閣官房か
らの国民保

護情報や

気象庁から
の地震速報

、気象警

報などをJ
アラート

受信機に
よ

り受信し、
有線放送や

携帯電話

のエリアメ
ールに接続

している

自動起動装
置によって

その情報

が町内へ一
斉放送・メ

ール配信

されます。

要申込
登録無料

申込不要
受信無料

しらしがメール滋賀県内の防災・防犯などの身の回りの危険に関する情報を電子メールで配信されます。 主な配信内容 ●避難情報　●河川水位情報●雨量情報　●土砂災害警戒情報●気象警報・注意報情報●地震情報
●けいたくん防犯情報　など
 

QRコードから登録↑

登録無料

事前設定
が必要な
場合有り

メール配信サービスで
災害情報をキャッチ！

お勧め！
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